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1．諸　言

　前回，報告した女子大生のやせ願望とダイエット経験

では，女子大生にやせ願望のある者が多く，しかしなが

らこれらのほとんどが健康上，体重減量の必要な者では

なかった．また，やせ願望の有無に関わらず両者の理想

体重と実測身長から算出したBMI値は18～19kg／㎡

であった．これは，「やせ」を示す値であることから，

女子大生の正常値に対する意識の低さが示唆された．

　一方，この対象者が行ったダイエットは大学・高校・

中学で，若年期にまで及んでいた．

　これらのことから今回は，女子大生がその若年期に行っ

たダイエットにっいて調査をしたので報告する．

H．方　法

5．統計方法

　以上の測定および集計と結果の解析には「データ解析

用ソフトHALBAU（株式会社現代数学社）」を用い，

検定はx2およびt検定を用いた．

m．結果

1．現在の体格及び理想体格

対象者の体格と理想体格を表1に示した．

体格の平均値は，身長158．7±5．2cm，体重51．4±

表1　対象者の体格（自己申告と理想）

平均値±標準偏差　　最ノj値～最大値

1．対象

　対象者は本学学生2～3年生で，189名（2年生104

名，3年生2名，4年生83名）．

2．調査時期

　平成10年9中旬～下旬

3．調査方法

　アンケート調査による．体格測定は行わず自己申告に

よるアンケート内の記入とした．

4．調査内容

過去に行ったダイエットの回数と，ダイエットを行っ

た時期を5っに（小学校，中学校，高校，大学1・2年，

3・4年）分け，各期について，動機，方法，内容，及

び結果をみた．

自己申告

　身長　　（cm）
体重　　（kg）

　BMI（kg／㎡）

理想
身長　　（cm）
体重　　（㎏）

　BMI（kg／㎡）

15＆7±　5．2

51．4±6．3

20．4±2．3

162．　1±4．　0，

48．7±　3，4

18．5±　1．1

148．0　～　172．0

39．0　～　　78．0

16．2　～　　32．9

148．0　～　175．0

40．0　～　　60，0

15．8　～　　21．5

6．3　kg，　BMI値は20．4±2．3（㎏／㎡）で判定分類の割

合は「やせ・やせぎみ」42．9％，「正常範囲」51．9％，

「ふとりぎみ・肥満」5．3％である．

2．ダイエット経験

　（1）ダイエット経験の有無（表2）

　　　ダイエット経験の有る者は69．8％である．

　　　現在のBMI値から判定別にみると，19．9以下

　　「やせ・やせぎみ」では58．0％，20．0～23．9「正常

　　範囲」では77．6％，24．0～26．3「ふとりぎみ」で

　　は100．0％，26．4～35．0「肥満」では75。0％の者が

　　ダイエットを経験している．

栄養学科　栄養指導論研究室
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表2　ダイエット経験有無とBMI判定

経験無し

n＝57
（30．2）

やせ・やせぎみ
正常範囲
ふとりぎみ

肥満

47　（　58．0）　　　　34　（　42．0）

76　（　77．6）　　　　22　（　22．4）

6（100．　0）　　0（　0）
3　（　75．0）　　　　　1　（　25．0）

②　ダイエット回数

　　現在に至るまでに行ったダイエットの回数は平均

　で2．75回（M±2．91）である．このうち，1回が最

　も多く40．2％，多い者で20回行っている．

（3）ダイエットを行った時期（図1）

　　ダイエットを行った時期を小学校の低学年から大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3

　学4年生の各学年でみたところ，高校2年生が31．4

　％で最も多く，次いで大学2年生202％である．

　全体的にみると，高校生，大学2年生までに多い．

　5っの時期でみると，小学生が3．7％，中学生10．6

　％，高校生42，9％，大学1・2年生22．8％，大学3・

　4年生10。6％である．

（4）ダイエットの動機（表3）

　　どの世代も「太っていると感じた」がトップに挙

　げられており，大学3・4年生（95．0％），中学生

　（90．0％），大学1・2年生（83．7％），高校生（81．3

　％）の順であるが，小学生（57．1％）は他の世代に

　比べ低率である．

　　各世代間で有意差が認められた項目は，「他人に

　何か言われて」が，中学生で40．0％と最も多く

ダイエットの動機

（）内：％

扁罐遡讐r）
中学生

n＝20
（10．6）

高校生　　　大学1．2年生　大学3．4年生

n＝81　　　　nニ43　　　　n＝20　　　x2杉碇
（　42．9）　　　　　　　（　22．8）　　　　　　　（　10，6）

太っている感じだ　　　4（57．1）
他人に何か言われて　　　1（14．3）

テレビ。雑誌を見て　　　0（　0）
標準体重オーバー　　　　0（　　0）

着たい洋服があるから　　0（　0）
皆がやっているから　　　2（28．6）
その他　　　　　　　　2（28．6）

18　（　90．0）

8（40．0）

1（5．0）
5（25．0）

0（　．0）
1（5．　0）

2（10．　O）

65　（81．3）

8（10．　0）

5（6．3）
14　（　17．5）

8（10．0）

3（3．8）
8（IO．0）

36　（83．7）　　　19　（95．0）

4　（　　9．5）　　　　　1　（　　5．0）

1　（　　2．4）　　　　　6　（　30●0）

3（7．1）　　3（15．0）
16　（38．1）　　　　3　（　15．0）

1　（　　2．4）　　　　　1　（　　5．0）

5（1L9）　　0（　
0
）
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図1　ダイエットした時期
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　（P〈0．01），「テレビ，雑誌をみて」は大学生，特

　に3・4年生で30．0％と多く（P〈0．01），「着たい

　服があるから」は大学1・2年生で38．1％（P〈

0．01）であった．また，有意差は認められなかった

ものの，「標準体重オーバー」が，中学生で25．0％

と他の世代より多かった．

（5）ダイエット方法（図2）

　　ダイエット方法を食事，運動，，薬物，その他で

　みると，どの世代においても，食事面でのダイエッ

　トが70．0～95．0％の範囲で多く実行されており，

　次いで運動である．

　　食事面でのダイエット実行は，中学生で95．0％

　と最も多くみられた．大学3・4年生では25．0％の

　者が運動を取り入れていた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　表4

大郭・4年生

大劇・2年生

高校生

中学生

小￥1－i

ダイエット期間中の食事

05

図2　ダイエット法

　口食事

　置運動

　ロ薬品

　曜その他

．3

100（％〉

（）内：％

　　　ダイエットをした時期

ダイエット

期間中の食事

ノ1、学生

n＝7
（3．7）

中学生

n＝20
（10．　6）

高校生

nニ81
（42．　9）
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1（14，　3）

0（　0）

ll（55，　O）

8（40，　O）

1（5，0）

0（　0）

51　（　63，0）　　　26　（60．5）

23　（　28，4）　　　　10　（　23，3）

1　（　　1，2）　　　　2　（　　4．7）

6（7，4）　　5（11．6）

12（60．　0）

7（35，0）

0（　0）
1（5，0）
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一 4（57．　1）

3（42，　9）

0（　0）

0（　の

12（60，　O）

6（30，　O）

1（5，0）

1（5．0）

40　（49，5）

32（39．　5）

0（　0）
9（11，1）

19（44，　2）

15（34．9）

2（4，7）

7（16．3）

8（40．　0）

9（45，0）

1（5，0）

2（10．　0）
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ー

　
を
　
　
功
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食夕 2（28，　6）

5（71．4）

0（　0）

0（　0）

3（15，　O）

14（70，　O）

1（5，0）

2（10，0）

10（12．3）　　7（16，3）
57　（　70，4）　　　　27　（　62，8）

2（2．5）　　1（2、3）
12　（　14．8）　　　　　8　（　18，6）

4（20．0）

12（60．　0）

2（10．　0）

2（10，　O）
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食間 3（42．　9）

4（57，　1）

0（　0）

0（　0）

4（20．0）

16（80．　0）

0（　0）

0（　0）

10　（　12，3）　　　　　7　（　16，3）

69　（　85，2）　　　　34　（　79，1）

0　（　　　0）　　　　　1　（　　2、3）

2（2，5）　　1（2．3）

4（20．　0）

15（75．　0）

1（5．0）

0（　0）

（6）ダイエット期間中の食事（表4）

　　ダイェット期間中の食事を朝，昼，夕，間食でみ

た．

①朝食にっいて

（69）

　普通に食べていた者は，小学生71．4％，高校生

63．0％，大学1・2年生60．5％，大学3・4年生60．0

％，中学生55．0％であった．

　欠食した者は，小学生14．3％で他の世代の5％
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前後に比べ多い．しかし，一方では普通食をしてい

る者も他の世代に比べ多い．中学生は量を減らす者

が40．0％と多く，次いで大学3・4年生が35．0％で

ある．高校生および大学3・4年生はダイエット食

を用いている者が，10％前後であった．

②昼食にっいて

　普通に食べていた者は，中学生60．0％，小学生

57．1％，高校49．5％，大学1・2年生44．2％，大学

3・4年生40．0％であった．

　量を減らす者は，大学3・4年生で45．0％で最も

多く，次いで小学生42．9％である．

　欠食した者は，小学生，高校生では無し，中学生，

大学1・2年，3・4年生は5％．

③夕食にっいて

　普通に食べていた者は朝食や昼食に比べて少数で

ある．小学生28．6％，大学3・4年生20．0％大学1・

2年生16．3％，中学生15．0％，高校生12．3％で

あった。

　夕食では，各世代とも60．0～70．0％の者が量を

（70）

大学3・4牲

1大学1・2年生

高校生

中学生

小学生

0

戚功した

■失敗した

1・辮し

20『　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100（％）

図4　ダイエット結果

減らしている．ダイエット食を用いている者は大学

1・2年生が18．6％で最も多い．夕食での欠食は

少ないものの大学3・4年生では10．0％である．

④間食にっいて

　間食においては量を減らしている者が圧倒的に多
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図5　ダイエットの結果（体重の増減量）

　いが，小学生では57．1％と80％前後の他世代に比

　べ少なく有意差が認められた（P＜O．05）．

（7）ダイエット食（図3）

　　ダイエット食25種類をみると，単品でのダイエッ

　トが行われており，特に「りんご」ダイエットが中

　学生，高校生において目立った．全体的にみると，

　高校生および大学1・2年生では多種多様なものを

　試みている．これに反して小学生では，「お茶」は

　例外として単一食品（ダイエット食品）でのダイエッ

　トは行っていない．また，大学3・4年生でも単一

　食品でのダイエットは少数である．

⑧　ダイエット結果（図4）

　　「成功した」者は，小学生71．4％，中学生65．0％，

　高校生60．5％，大学生1・2年生55．8％，大学生3・

　4年55．0％で若年代ほど高率であった．20～30％

　のものはどの世代でも「変化なし」としている．

　　「失敗した」は大学1・2年生20．9％，高校生17．3

　％，中学生15．0％，大学3・4年生10．0％である．

　①体重の変化（図5）

　　ダイエットした時の体重の変化は一14kg～＋10

　kgの範囲にあった．

　　どの世代も一6kg～Okgに集中している．減量

　が大きかった世代は，高校生で最も大きく一6kg～

一4kg（28．3％），小学生一4kg～－2㎏（50．0％），

大学1・2年生一4kg～－2kg（33，3％），中学生一

2kg～Okg（28．6％），大学3・4年生一2kg～Okg

（58．3％）である．

②体調の変化（図6）

　ダイエット中または以降の体調の変化について

「特に無かった」を含め10項目の回答をみたところ，

「特に無かった」が小学生で85．7％と最も多く，35

％前後の高校生，大学1・2年生，大学3・4年生と

の間に有意差が認められた（P〈0，01，P〈0．01，

P＜0．05）．

　「生理不順」は高校生27．8％，中学生21．1％で多

く，「便秘」は高校生に17．7％，「全身倦怠感」は

大学1・2年生17．1％，「イライラする」は中学生

15．8％，「風邪をひきやすくなった」大学3・4年生

で14．6％である．

IV．考　察

　前回の調査結果Dでは，女子大生が過去に行ったダイ

エットの実行率が約50％であった．今回の調査では，

約70％であり，20％もアップしている．一方，ダイエッ

ト経験の有る者の体格指数を比較すると，「やせ・やせ

ぎみ」が25％増，「正常範囲」が20％増であった．今回

（71）
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ロ高校生

ロ大学1・2年生

■木学3：4年生1

の調査対象者は，前回に比べ5歳若い世代であり，過剰

なダイエット実行の増加がうかがわれる．しかしこれが

ダイエットをした結果だとすれば，「正常範囲」は良し

としても「やせ・やせぎみ」の者の増加は問題である．

　西岡ら2）の調査によると女子学生のダイエット実行

率は53％である．またBMI判定にっいて，適正範囲

を19～24，やせ型を19以下に調整し，分類した者のダ

イエット実行率は，53．3％，29．1％である．本調査に

おいてもほぼ同率の結果である．

　宮城3）は，若年女子の肥満度判定にみられる「やせ」

が半数近くいることから，その基準にっいて中年男女よ

り低い値を判定に用いる必要があるとし，また若年女子

では摂食障害や健康障害にっながり兼ねない過激な「や

せ」や「やせ志向」をスクリーニングする基準としては

「BMI＜18」とすることを妥当としている．

　本調査における判定は，日本肥満学会ので提言され

ている基準を用い，っまりBMI〈20を「やせ・やせぎ

み」とし，BMI〈18または19では分析を行っていな

い．しかし，このように若年女子にっいて正常範囲を定

めるとすればおそらく，かなりの率で「やせ」の割合が

修正されると考える．若い女性の判定基準にっいては，

今後の課題であり検討したい．

　今回の調査で，やせを意識したダイエットは小学生に

まで及んでいた．

　文部省の学校保健統計5）によると，これまで小学生，

中学生，高校生の身長，体重はともに毎年伸びを示して

いたが，平成9年度の女子の成績では，体重がどの年齢

においても減少している．この現象は，若年女子のやせ

志向と関わりがあるのではないかと考える．

　矢倉ら6）は小学生中学生大学生のボディ・イメー

ジからその体格指数（BMI）をみているが，小学生高

学年の女子で「やや太っている」「太っている」とした

者の値は，18．7±1．7，22．3±L7であり，非肥満者の

肥満意識が小学生にもみられたとある．但し，対象者の

年齢域からやむを得ず体格評価にBMIを用いたとして

いる．確かに成長期におけるBMI判定の有効性は疑問

であるが，この時期に誤った体型意識が存在することは

切実な問題として捕らえるべきであろう．

　このような誤った体型意識から，ダイエット行動を起

こす可能性は非常に高い7）～13）．またこのダイエットが

誘因で神経性無食欲症になったという報告14）もある．

　ダイエットの動機については各々の世代で特徴がみ

られた．中学生での「他人に何かを言われて」という動

機は，まさに第2次性徴期が始まった思春期であるがゆ

えのものと考える．

　藤田ら15）によると思春期は自分の外見や短所を気に
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しはじある時期であり，これは小学生よりも中学生，男

子より女子のほうが強いとしている．特に調査のなかに

ある項目のうち「服装や髪形に気をっかう」にっいては，

自分が他の者の“まなざし”にさらされていることの反

応で自己を肯定的に捉え，表現したいという欲求のあら

われとみられるとしている．

　今回の調査に使用した動機項目をみると「他人に何か

をいわれて」の他は自発的なものである．心身ともに敏

感で不安定なこの時期のダイエットは，Anorexia
Nervosa16＞を引き起こしやすいと考えられ，特に注意

を払わなければならない．

　食事面でのダイエット実行も中学生に最も多かったこ

とも付け加えておく．

　次にダイエット期間中の食事にっいて，朝，昼，夕，

間食を一日の食行動として各時期の特徴をみると，小学

生では，朝食はきちんと食べ，主に夕食の量を減らして

いる．中学生は昼食をきちんと食べ，主に間食と夕食で

量を減らしている．高校生では主に間食で量を減らし，

朝，昼，夕食にダイエット食品を食べている．大学1・

2年生は，高校生と同じ傾向であるが，ダイエット食品

を食べている者が多く，朝，昼，夕，間食の欠食者も出

てくる．大学3・4年生では朝，昼，夕，間食の各食事

で量を減らし，やはりダイエット食品を食べている．

　小，中，高校生では間食の欠食は無く，このうち若年

者ほどきちんと食べていた．

　幼児期では，身体機能が未熟であり，また消化器官を

も未発達であることから，発育に必要な栄養っまり栄養

所要量17）は，量的に3度の食事のみでは満たすことが

できない．したがって間食が必要となる．小学生は幼児

期からの移行段階であることから，この時期においても

間食が必要であると考える．また学童期は親の管理の基

に生活が成り立っている．このようなことからも，小学

生は勿論のこと中学，高校生でダイエットを実行してい

ながらも間食は，欠食までに至らず維持されているので

はないかと考える．

　ダイエット食の利用はその内容から考えると，その殆

どが女性雑誌などに掲載されていたものである．ダイエッ

ト食は高校生と大学生の食事にみられた．また高校生は

別として，大学生のダイエット動機は「テレビ・雑誌を

みて」が多かったが，このようなマスメディアはやせ願

望の強い，若い女性の心を捕らえる強力な要因として注

意すべきである．

　今回の調査でも多かった「お茶類」，「りんご」は1994

年に，「ヨーグルト」は1993年，「ミネラルウォーター」

は1992年，「ゆで卵」は1987年，「パイナップル」は1982

年に掲載されていた18）．一方，都内の大型書店には

「ダイエット・美容」のコーナーが設けられ，その棚に

は少なくとも200種類以上のダイエット本が見られる．

これらは，女性雑誌はもとより若い女性をターゲットと

するものと思われるが，その根拠は確固たるものではな

い．

　結果にもみられるとおり，高校生をも例外なくこのター

ゲットになってしまっているといえよう．

　中学生については，日本人の栄養所要量17）にみられ

るように生涯で最も多くの栄養を摂取しなければならな

い時期である．特に女子の場合は，母性としての身体を

つくりあげる時期でもある．減量を目的に欠食や偏った

食事をすることはタブーとしなければならない．

　今回は食事の内容にっいて，大まかに「普通」「量を

減らした」「欠食」「ダイエット食」としたが，このうち

「普通」の基準は定めてない．しかしながら，小学生及

び中学生の昼食にっいては学校給食の実施状況19）から

みて，提供された給食が基準となっていると判断する．

　次にこのようなダイエットを行った結果について述べ

る．

　小学生では半数の者が2～4kgの減量をしたが体調に

変化は現れていない．最も減量の大きかった高校生では，

「生理不順」を来たしている．月経異常について，特に

無月経ともなればAnorexia　Nervosaっまり思春期や
せ症の初期の特徴16）とされる．

　ゆえにこの時期の月経異常を重視したい。

　いずれにせよ，誤った体型意識からの過度のダイエッ

トは，身体を蝕むことで，結果的には母性をも否定する

ものと考える．

　今回，女子大生が過去に行ったダイエットにっいて，

各々の時期ごとにその方法や内容を調査，検討したが，

13～15年前にまで逆上った思い出し方式のものである

ため正確性には多少欠ける部分もあった．このたあ，集

計および分析において顕著な結果は得られなっかたよう

に思われる．しかしながら，やせ願望からダイエットの

実行が若年層にまで及んでいることは明らかであった．

　今後は，実際に行われているダイエットについての情
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報をより正確に把握するために，過去におけるものでは

なく，各世代でのより綿密な調査を必要とする．その中

で，誤った知識から行われているものの把握，またやせ

願望からダイエット行動だけに留まらず，摂食障害への

移行という問題にっいてをも，若い女性の心理面を考え，

成長期から成人に至るまでの健康な身体づくりを目的と

した食教育の在り方を考えたい．

V．要旨

　平成5年に行った調査結果1）では，ダイエットを実行

する年代が，青年期に留まらず中学生や高校生など若年

層にまでみられた．これを踏まえ，女子大生が過去に行っ

たダイエットについて，再度調査し検討を行った．

　（1）対象者のうち，約7割が過去にダイエットを経験

　　していた．

　（2）ダイエットを経験した時期は，高校2年生が最も

　　多く，次いで大学2年生に多かった．

　（3）ダイエットの動機は「太っていると感じた」がど

　　の年代にも多かった．「他入に何か言われて」は中

　　学生で，「テレビ，雑誌をみて」は大学3・4年生

　　で，「着たい服があるから」は大学1・2年生で，

　　他の世代との間に有意差が認められた．

　（4）ダイエット法は，食事面でのダイエットが最も多

　　く実行されており，特に中学生が95％と高率であっ

　　た．運動面のものは，大学3・4年生で1／4の者が

　　実行していた．

　⑤　ダイエット期間中の食事は，どの世代も夕食で

　　「量を減らしている」者が多く，「普通」は小学生の

　　朝食で，また中学生の昼食に多かった．「ダイエッ

　　ト食」を朝，昼，夕食に用いているのは高校生，大

　　学生であった．「欠食」が無いのは，小，中，高校

　　生の間食である．

　　　用いられた「ダイエット食」は単一食品が多く，

　　「お茶類」，「りんご」，「ヨーグルト」などであった．

　（6）ダイエット結果は，若年代ほど「成功した」もの

　　が多かった．

　　　体重減量が最も大きかったのは高校生で，－6kg

　　～－4kgであった．

　　　体調の変化は「生理不順」が高校生，中学生に多

　　かった．「特になかった」は小学生が高率で，他世

　　代との間に有意差が認められた．
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